


７．活動に要した費用：  

費目 詳細 金額 備考 

旅費  245,000 関空～ハノイ～フエ 

フエ～ホーチミン～

関空 

@49,000×5人 

宿泊費  110,000 @22,000×5人 

その他 

関西空港使用料 15,200 @3,040×5人 

現地税 16,500 @3,300×5人 

航空保険燃油サーチ

ャージ 

12,700 @2,540×5人 

計  399,400  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別 紙 

 

５．活動の概要 

 「介護福祉士養成施設 篠山学園」へ

の留学生募集にあたり、ベトナム・    

フエ市長が留学支援のため、篠山市長を

表敬訪問さ れた ことがきっ かけ    

となり、介護福祉士を目指す留学生の確

保に向けた 取組 やフエ市の 教育    

環境の確認を目的として、篠山市長及び

古市校区の 皆さ んと共にフ エ市    

の視察を行った。 

 

 フエ省立フエ医療短期大学では、篠

山学園への留学生を受け入れることか

ら教育環境の確認を行った。短期大学

長以下大学幹部から、大学の取り組み

などの説明を受け、授業の参観を行っ

た。 

 また、医療法人協和会（篠山学園）

が設置している日本語クラスを視察し、

日本語学校の概要等について、研修を

行った。 

 

 

６．考察 

 フエ市は、人口３４万人の都市であり、１９４５年まで続いたベトナム最後

の王朝グエン朝の古都で、フエ市一帯は１７世紀末から東南アジア貿易の中心

であった。「歴史的なまち」として篠山市とも似ている。 

 篠山学園への留学生募集にあたり、フエ省立フエ医療短期大学を視察し、教

育環境の確認を行った。 

 少子高齢化にある日本では、高齢者の介護問題がある。介護福祉士の不足は、

２０２５年には３０万人～４０万人にも達すると予想されている。 

 平成２９年９月、介護福祉士養成施設「篠山学園」開校時、募集人員８０名

に対して、わずか８名の入学生であり、厳しい立ち上がりであると感じる。（入



学条件は日本語Ｎ２）県から約５，９００万円で購入した丹南高校跡地の有効

利用を図る必要がある。 

 大学を訪れたとき、ちょうど、実習の時間であった。尿道カテーテルの実習

や患者がいるベッドのシーツ交換作業を見学した。篠山学園は介護の学校であ

るが、大学では医療の技術も大いに学ばれている。日本でいう准看護クラスの

授業内容であった。 

 その後、日本語クラスの授業を参観した。

どちらも、真面目に取り組まれており、フ

エ市の教育環境は十分であると認識した。 

 このように、若い生徒さんたちが、介護

と日本語を充分学んだうえで、日本の篠山

学園に入学され、さらに技術を習得し、卒

業後は、介護施設で勤務いただきたいと考

える。若い生徒さんの力は、篠山では大変

重要である。介護施設での５年間は高齢化

の進む篠山市の介護人材不足の現場では、大変期待される。 

篠山学園では、平成３０年４月に４０名、さらに、１０月に４０名の生徒の

受入れを予定されている。 

 また、フエ市長から「友好都市」としての交流を希望された。このような位

置付けも今後、充分検討を加える必要がある。 

 そして、今回一緒に視察した古市まちづくり協議会と篠山学園、篠山市が十

分連携し、学園の運営に取り組む必要があると考える。 




